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患者同意について

検査結果に影響を与える臨床情報

検査予約

至急オーダー 不可

検査オーダーに関する注意事項

患者の検査前準備

検体採取のタイミング

オーダーボタン名(検体)

採取容器・検査材料

ラベル見本(検体)(単項目オーダー時)

ラベル見本(細菌)(単項目オーダー時)

001 抗ﾘﾝ脂質抗体検査6701

ｺｳﾀｲ.

血液           

中検外1

C6 6ml

ｷｮｳﾀﾞｲ ﾃｽﾄ

**-***-***

**-****-55008*

注        80        外
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採取容器について

検体採取について

採取後検体の取扱い

検体搬送について

検査に要する時間(生理検査)

再検査･追加検査の対応可能日数

検体到着日から60日間（検体量ある場合のみ）<br />

（分析物の安定性については「採取検体の保存条件」を参照）

検体採取に関する注意事項・検査の実施に関する注意事項

検査機器 &nbsp;

採取検体の保存条件

受入不可基準

凝固促進剤＋血清分離剤(ピンク)

血液 6 mL

血清

C6

0.6 mL

01

採取材料

測定材料

採取量

測定必要量

遠心分離

保存検体種 優先

保存条件 安定性温度

保存条件1

安定性温度

保存条件2

安定性温度

保存条件3

01 血清 凍結保存条件1

溶血 検体凝固 強乳び 採取量過不足 採取容器違い

尿材料違い 冷蔵保存なし 遮光保存なし 開栓 黄疸
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検査所要日数 3～5日

検査部門・委託先 外部委託（LSIメディエンス）

検査部門(平日時間内)

検査部門(時間外・休日)

検査結果報告について

&nbsp;&nbsp;抗リン脂質抗体症候群（APS: antiphospholipid syndrome） とは, 生体内に抗リン脂質抗体

（aPL: antiphospholipid antibody）の存在が証明され, それに関連した動静脈血栓症や妊娠合併症を臨床

症状とする患者群と定義される. APSは特に基礎疾患がなく発症する原発性抗リン脂質抗体症候群（PAPS: 

primary antiphospholipid syndrome）と, 膠原病などに合併する二次性抗リン脂質抗体症候群（SAPS: 

secondary antiphospholipid syndrome）とに分類され, SAPSの基礎疾患としては全身性エリテマトーデ

ス（SLE: systemic lupus erythematosus）が最も多い. APSに関連するaPLには, 抗カルジオリピン抗体

（aCL: anti-cardiolipin antibody）, 抗β2GPI抗体（aβ2GPI: anti-β2-glycoprotein 1 antibody）および

ループスアンチコアグラント（LA: lupus anticoagulant）がある. <br /> <br /> &nbsp;&nbsp;APSの診

断には, aPLの存在を証明することと, それに伴う臨床所見とが必要であるが, 保険収載となっているのは

臨床的意義

基準値情報

生物学的基準範囲

基準値設定材料・検査方法

緊急異常値

電話連絡対応

男性 女性 単位

00 抗CL IgG 20.0 以下 20.0 以下 U/mL

00 抗CL IgM 20.0 以下 20.0 以下 U/mL

00 抗β2GPⅠ IgG 20.0 以下 20.0 以下 U/mL

00 抗β2GPⅠ IgM 20.0 以下 20.0 以下 U/mL

基準値設定材料 血液

検査方法 化学発光免疫測定法 (CLIA) 
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異常値を示す病態・疾患

IgG-aCLのみであった. また, 血栓症状や妊娠合併症に強い関連を示すaβ2GPIについても保険収載がなく, 

保険診療内で検査を実施できるのはaβ2GPIの代わりとしてβ2GPI依存性aCL（β2GPI-aCL）-IgGのみで

あり, APSの臨床症状に強く関連するがaβ2GPIとは測定結果が若干異なる. <br /> <br /> &nbsp;&nbsp;

診断用検査としては, 抗体自体を測定する免疫学的方法と, ループスアンチコアグラントを凝固時間の延長に

より検出する機能的方法とに大別される. 国際血栓止血学会（ISTH: International Society on Thrombosis 

and Haemostasis）により, 検査基準と臨床所見とを組み合わせたAPS診断基準（2018年改訂）が出され, 

その検査所見としては, 血漿中ループスアンチコアグラント, β2GPI依存性抗カルジオリピン抗体 IgG/IgM, 

抗β2GPI抗体 IgG/IgMのいずれかが12週間以上離れて2回以上検出されることが条件となる. <br 

/> &nbsp;&nbsp;本検査は主要なaPLをアイソタイプ別にパネル検査として抗カルジオリピン抗体IgG/IgM

および抗β2GPI抗体IgG/IgMの4種を同時に測定するものとして2020年7月に保険適用となったもので, 国際

血栓止血学会が定める分類基準に沿った検査が可能となり, これらを一連で測定することはAPSの診断に有用

であると考えられる. 
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材料 023 血清
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2021/05/07～2021/05/072 所要日数変更

2021/05/27～2021/08/023 採血容器変更

2021/09/29～2021/09/294 JLAC10分析物コードを設定

2021/12/09～2022/03/095 採取名称部分に検体搬送先を印字

2022/04/01～2022/08/016 令和4年度診療報酬改定

2022/12/01～2022/12/017 受入不可基準などについて全面改訂

2023/12/21～2023/12/218 必要検体量を追記

2024/06/01～2024/06/049 令和6年度診療報酬改定
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